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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 

平成２２年度第３回理事会第３回合同委員会議事録 

 
１．日 時：平成２２年９月２日(木) 12:45～14:30 

２．場 所：栃木グランドホテル 「鳳凰東の間」 

３．構成員：理事 24 名、監事 2 名、合計 26 名 

４．出席者： 

会   長 浅井  光昭 ダンロップ 副 会 長 西村   潔 京阪 

副 会 長 三治   明 正眼寺 副 会 長 石井  信成 那須野ヶ原 

常務理事 笠原  泰夫 名古屋港 富浜 常務理事 加藤  義孝 名古屋広幡 

常務理事 菅野  孝男 八千代 常務理事 林    一郎 千葉よみうり 

常務理事 樋口  平和 大阪 常務理事 藤下  亘理 よみうりウエスト 

常務理事 森   章次 アオノ 理   事 小林  弘実  

監   事 森田   敬     

      

特別委員 ｼﾞﾑ･ﾌﾚｯﾁｬｰ 榛名の森 特別委員 小島  俊 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ千葉 

特別委員 西    治彦 八千代 特別委員 久保田英示 正眼寺 

特別委員 鶴田  浩司 森林公園 特別委員 高嶋  哲夫 西神戸 

専務理事 島田  忠次 事務局 事業委員長 丸山  信久 事務局 

事 務 局 中村  知則 事務局 事 務 局 久保  拓二 事務局 

事 務 局 小山内美枝 事務局    

以上２４名（理事１３名、監事１名、特別委員６名、事務局４名） 
 
５．会議概要： 
 
（１）事務局より定足数について、理事会の構成員数は理事２４名、監事２名、合計２６名である旨

の確認と、本理事会には理事１３名、監事１名、合計１４名の出席を得ており、定款第３１条に

定める成立定足数（構成員の２分の１以上の出席）を充足しており、本理事会は有効に成立し

ている旨の報告があった。 
 
（２）次いで、浅井会長より次の通り開会挨拶があった。 

本日はお忙しい中、平成２２年度第３回理事会第３回合同委員会に、出席いただき有難うござ

います。開会に当たり一言ご挨拶致します。 

先ず、足許の日本経済の状況ですが、ご承知の通りこの処先行き不透明感が広がってきて

います。４月から６月期の実質国内総生産、いわゆる GDP は個人消費の落ち込みから、成長

率は大幅に鈍化し、景気の足を引っ張る恐れが出てきております。景気が冷え切った状況で

は、なかなかゴルファーの足はゴルフ場に向かないと思われ、ゴルフ業界としても、政府の早

急な景気対策を望みたいと思います。 

次に本年度競技ですが、パ選は既に全競技を終了、来週はミッドアマ全日本が、よみうりゴ

ルフウエストコースで開催されます。また、シニアは１０月の全日本に向けて、各地区で予選が

スタートした処でありますが、先ずは順調に来ております。この処、参加者人数は景気の影響

を受けて、減少傾向を強いられていますが、公益社団法人として生涯スポーツであるゴルフの

普及振興、あるいは財務内容改善の必要性から、参加者人数の増加対策は喫緊の課題とな

っています。環境は極めて厳しいですが、会員一同一致団結して、清々と事業を進めたいと考

えています。 
 
（３）引き続き、浅井会長が公益社団法人日本パブリックゴルフ協会平成２２年度第３回理事会第３

回合同委員会の開会を宣言した。 

（４）定款第３０条に基づき浅井会長が議長に就任する旨の宣言、並びに議事録署名人の選任に
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ついて、定款第３２条に基づき森田敬監事を指名する旨、議場に諮った処満場一致で承認さ

れた。次いで、議事進行役に島田専務理事を指名し早速議事に入った。 
 

６．審議事項： 
 
第１号議案：平成２２年度会議・行事日程の件 

  藤下総務委員長より、第１号議案「平成２２年度会議・行事日程の件」について、平成２２年度

会議・行事日程は、平成２１年度第４回理事会（２２.３.１８）にて承認済であるが、未定会場（予

算編成正副委員長会議、第５回理事会合同委員会）に関して、下記の通り提案並びに審議

要請があり、原案通り議決承認された。 
 

会 議 開催日 会 場 

平成２２年度スポンサー会議 ２２.１０.１４（木） コート・ベール徳島ゴルフクラブ（徳島県） 

第３回理事会・合同委員会 ２２.１１.１１（木） メルパルク名古屋（愛知県） 

研修プレー ２２.１１.１２（金） 名古屋広幡ゴルフコース（愛知県） 

予算編成正副委員長会議 ２３. ２.１５（火） メルパルク名古屋 

研修プレー ２３. ２.１６（水） 中止 

財務委員会 ２３. ２.２５（金） 事務局 

第４回理事会・合同委員会 ２３. ３.１７（木）

研修プレー ２３. ３.１８（金）

ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ（滋賀県） 

 
第２号議案：各委員会正・副委員長交替（案）の件 

第３号議案：特別委員委嘱（案）の件 

  藤下総務委員長より、第２号議案「各委員会正・副委員長交替（案）の件」について、委員会規

程第６条に基づき、転勤に伴い欠員となる事業委員会副委員長の後任候補者の推薦、並びに

審議要請があり、次いで第２号議案の承認を前提として、第３号議案「特別委員委嘱（案）の

件」について、特別委員運用規則第１条２に基づき、小野和彦新事業委員会副委員長に特別

委員を委嘱したい旨の提案があり、第２号第３号議案を一括して議場に諮ったところ、原案通り

議決承認された。 
 

 新 旧 推薦地区 

事業委員会 副委員長 小野和彦 （小松） 木暮賢一 （小杉） 中部日本
 
第４号議案：事業承継承認の件 

  藤下総務委員長より、第４号議案「事業承継承認の件」について、ナクア白神ゴルフコースより、

営業譲渡による経営主体交替の届け出があり、「会員の入会・退会等に関する規程」第６条３

項に基づき、新経営会社の会員資格の承継、並びに入会金・本年度年会費の全額免除の特

例措置に関して提案、並びに審議要請があり原案通り議決承認された。 
 
  １．ナクア白神ゴルフコース ：青森県西津軽郡鰺ヶ沢町鰺ヶ沢高原 

 旧 新 

経営会社 ウィンターガーデンリゾーツ株式会社 青森リゾート株式会社 

所 在 地 東京都港区赤坂 5-2-39 

円通寺ガデリウスビル 

青森県西津軽郡鯵ヶ沢町大字長平

町字西岩木山 75 

代 表 者 代表取締役 川合 宏一 代表取締役  高橋 浩康 

会員第代表者 総支配人  高橋 浩康 取締役支配人 加藤 恭雄 

変更年月日 平成２２年７月１日 
 
第５号議案：平成２３年度地区決勝・全日本開催会場の件 

  丸山事業委員長より、第５号議案「平成２３年度地区決勝・全日本開催会場の件」について、

平成２３年度競技日程は、平成２２年度第１回理事会（２２.６.１４）にて承認済であるが、 終的

に各地区より下記の通り提案があった旨、並びに審議要請があり原案通り議決承認された。 
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なお、平成２３年度ミッドアマ東日本Ｂ地区決勝会場（東京よみうり）、平成２３年度以降シニ

ア３競技の同日同一会場開催、並びに競技方法変更に関しては、第８号議案事業・競技・ハ

ンディキャップ合同委員会決定事項の件で報告致したい。 
 
１．平成２３年度全日本会場 

 担当地区 開催会場 開催日程（案） 

パ選  (男子) 西日本 グランドオーク （兵庫県） 23. 6. 8（水）～ 9（木） 

パ選  (女子) 西日本 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ （滋賀県） 23. 6. 1（水）～ 2（木）

ﾐｯﾄﾞｱﾏ(男子･女子) 東日本 ラ・ヴィスタ （千葉県） 23. 9. 7（水）～ 8（木）

シニア(男子・ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ・女子) 東日本 榛名の森 （群馬県） 23.10.19（水）～20（木）
 
２．平成２３年度地区決勝会場 

 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 

（Ａ地区） 

イーストウッド 

（栃木県） 

（関西） 

ダンロップ 

（兵庫県） 

（Ｂ地区） 

榛名の森 

（群馬県） 

（中国） 

奥津 

（岡山県） 

（Ｃ地区） 

千葉よみうり 

（千葉県） 

(四国) 
コート・ベール徳島 

（徳島県） 

 

 

 

 

パ選  （男子） 

 

―― 

 

 

 

 

 

名古屋広幡 

（愛知県） 

（九州） 
セントレジャー鞍手 

（福岡県） 

 

 

 

 

隨縁 恵庭 

（北海道） 

パ選 （女子） 那須野ヶ原 

（栃木県） 

名古屋広幡 

（愛知県） 

アオノ 

（兵庫県） 

―― 

（Ａ地区） 

下館 

（茨城県） 

 

ミッドアマ 

（男子・女子） 
（Ｂ地区） 

東京よみうり 

（東京都） 

 

森林公園 

（愛知県） 

 

武庫ノ台 

（兵庫県） 

 

セントレジャー札幌

（北海道） 

シニア 

(男子･女子･ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ) 

三井の森軽井沢 

（長野県） 
正眼寺 

（岐阜県） 

北神戸 

（兵庫県） 

―― 

ダンロップ杯 市原・柿の木台

（千葉県） 
名古屋港 

（愛知県） 

ダンロップ 

（兵庫県） 

―― 

ブリヂストン杯 千葉よみうり 

（千葉県） 

グランシエロ 

（三重県） 

西神戸 

（兵庫県） 

―― 

グランドマンスリー 八千代 

（千葉県） 

アリジ 

（三重県） 

姫路 

（兵庫県） 

―― 

ドリーム・エイジ 未定 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ亀山 

（三重県） 
未定 ―― 

 
第６号議案：PGS 名義後援承諾の件 

  丸山総務委員長より、第６号議案「PGS 名義後援承諾の件」について、下記各競技主催者より

PGS 名義後援依頼があり、後援競技会のガイドライン規則第６条により承認した旨の報告、

並びに追認要請があり原案通り議決承認された。 

 



 - 4 -

競技名 主催者等 

１．第２回ウッドフレンズレディース  

アマ・プロ選手権競技 女子アマチュアの部 

森林公園ゴルフ場運営株式会社 

2. 第４５回ジャパンゴルフフェア２０１１ 社団法人日本ゴルフ用品協会 
 
第７号議案：全日本参加選手に対し宿泊パック紹介の件 

  事務局より、第７号議案「全日本参加選手に対し宿泊パック紹介の件」について、近畿日本ツ

ーリスト㈱からの、全日本参加選手に対する交通手段、ホテル予約等の宿泊パックの提案を受

けて、下記の通り提案がなされ審議の結果原案通り議決承認された。 

【報告概要】 

１．平成２２年度シニア全日本より導入 

  ・全日本開催案内で申込 HP アドレスを紹介。 

  ・申込は参加選手と同社の直接契約。協会・開催コースはノータッチ。 

  ・地区決勝でも利用可能。 

２．当面の紹介先 ：近畿日本ツーリスト㈱ 

  ・将来的には３社程度を検討。 

３．協会メリット ：賛助会員見込先（先方の取引メリット如何） 
 
第８号議案：事業・競技・ハンディキャップ合同委員会決定事項の件 

  丸山総務委員長より、第８号議案「事業・競技・ハンディキャップ合同委員会決定事項の件」に

ついて、平成２３年度以降の競技に関して、シニア３競技の一本化、地区決勝・全日本の２日

間化等を始めとする合計２１の議案に関して、大変熱心かつ厳しい議論が展開され、有意義

な会議となった旨の報告があった。 

続いて事務局より、事業・競技・ハンディキャップ合同委員会の決定事項について、下記の

通り提案がなされ、審議の結果原案通り議決承認された。 

【報告概要】 

  １．パ選をはじめとする選手権競技エントリー数減少の歯止め対策 

（１）平成２３年度よりパ選、ミッドアマの男子予選競技の全加盟コース開催を義務化。 

（２）平成２３年度東日本ミッドアマＢ地区決勝をメンバー制コース（千葉よみうりカントリークラ

ブの姉妹コースである東京よみうりカントリークラブ）にて開催。 

  ２．パ選・ミッドアマ・シニア選手権の２日間競技 

平成２３年度より地区決勝、全日本を、初日カットなしの３６ホールストロークプレーにて開催。 

  ３．競技一本化に伴うシニア・女子シニア・ミッドシニアの地区決勝・全日本出場者数 

（１）地区決勝進出枠：各地区競技委員長に一任 

（２）全日本進出枠  ：事務局に一任 

  ４．中部日本女子パ選の予選・地区決勝開催方法 

平成２３年度より１日目に予選競技、カット後２日目を地区決勝として、同一会場にて開催。 

  ５．北海道・青森地区選手権競技再編 

（１）平成２３年度以降女子パ選、シニアは廃止し、パ選男子とミッドアマ男子の２競技のみを

開催。 

（２）今後２年間でパ選男子２００名、ミッドアマ男子１５０名の集客実現を条件に、北海道・青

森地区での単独開催とし、２年後に再議論する。 

  ６．ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会の参加料引下げ変更 

（１）従来の参加料３,５００円の内、事務費１,０００円（ポスター・申込書等制作費）を協会負担

とし、来年度以降２,５００円に引下げ変更。 

（２）開催コースは従来通り２,５００円/人×参加人数の予算で、参加賞・賞品・パーティ費用を

手配する。但し、将来的に採算ラインと見込まれる参加者２,０００名規模の大会となった

場合には、事務費の協会納付（１，０００円）を復活する。 
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事務局の報告後、島田専務理事、丸山事業委員長より下記の補足説明が行われた。 

【島田専務理事】 

審議の結果、ドリームの参加料を３,５００円から２,５００円に引き下げた。将来参加人数が増え

黒字化した場合、改めて事務費の協会納付を復活する。 

なお、ドリームの収支を協会会計に反映させる必要から、収支報告書は、従来通り事務局宛

提出願いたい。 

【丸山事業委員長】 

パ選女子に関して、中部地区の場合各ゴルフ場の予選が成立しないところが非常に多く、

ブロックに分けて行ったが、やはり女子の場合集まりが悪い。改善策として１日目を予選とし

（カットあり）、２日目を地区決勝方式に変更する。 

 

Ⅱ．報告事項  
 
第１号議案：平成２２年度シニア参加申込人数（中間報告）の件 

  事務局より、第１号議案「平成２２年度シニア参加申込人数（中間報告）の件」に関して、下記

の通り、また平成２２年度スクラッチ３競技の参加申込人数に関して、下記の通り報告があっ

た。 

【シニア】 

１．全体感：前年同時期比で２０６名、６.２％減 

・２１年度（8/20 現在） ３,２９７名 

・２２年度（8/20 現在） ３,０９１名 

２．地区別：西日本地区ミッドシニア：３６２名（前年比３８名増） 

その他地区３競技   ：前年比減 
 

【平成２２年度スクラッチ３競技参加申込人数】                            単位：人 

 男子 (前年度比） 女子 (前年度比） ミッド (前年度比） 合計 (前年度比）

パ選 ７,８２１ ▲５６９ ９７９ ▲ ６７ ―  ８,８００ ▲６３６

ミッドアマ ５,３３３ ＋２０８ ６３７ ▲  ５ ―  ５,９７０ ＋２０３

シニア １,６９４ ▲１６３ ３９４ ▲ ４１ １,００３ ▲  ２ ３,０９１ ▲２０６

合計 １４,８４８ ▲５２４ ２,０１０ ▲１１３ １,００３ ▲  ２ １７,８６１ ▲６３９

 （注）シニアは８月２０日現在（中間報告） 
 
第２号議案：シニア地区決勝・全日本エントリー枠割当の件 

  丸山事業委員長より第２号議案「シニア地区決勝・全日本エントリー枠割当の件」に関して、下

記の通り報告があった。 

【報告概要】 

  例年シニアの全日本割当は、時節柄日没の影響を受けるため、エントリー人数をどう見込むか

が大きな課題であったが、本年度は開催コースと協議を密にし、結論的にシニア２０１名、女子

シニア６４名、ミッドシミア１５８名の合計２２２名と、他競技並みのエントリー人数とした。 
 
  １．地区決勝 

各地区競技委員長の裁定により、下記の通り決定。 

（１）東日本地区  ：男子シニア１８５名、女子シニア６８名、ミッドシニア１１５名、 計３６８名 

（２）中部日本地区 ：男子シニア１９８名、女子シニア４５名、ミッドシニア１５２名、 計３９５名 

（３）西日本地区  ：男子シニア２０３名、女子シニア５０名、ミッドシニア１５９名、 計４１２名 
 

  ２．全日本 

（１）エントリー人数 男子シニア ２０1 名 

女子シニア  ６４名、ミッドシニア １５８名 ＝合計 ２２２名 

（２）地元開催枠 男子シニア（１８０名の１０％） →西日本地区に１８名 

女子シニア・ミッドシニア（２００名の１０％）→東日本地区に２０名 
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（３）シード選手 男子シニア １名、女子シニア １名、ミッドシニア １名 

（４）一般枠 男子シニア １８０名 

女子シニア ５７名、ミッドシニア １４３名  ＝合計 ２００名 

（５）２日目進出人数 男子シニア １２０名タイ 

女子シニア  ４０位タイ、ミッドシニア １００位タイ 
 
  （注）全日本女子シニア・ミッドシニア[会場：那須野ヶ原カントリークラブ（栃木県）]については、 

     下記事由によりエントリー枠を例年競技より拡大した。 

     １．那須野ヶ原カントリークラブは２７ホール使用。 

     ２．女子シニア・ミッドシニアは基本的に別競技。 

     ３．開催コースの営業的側面配慮。 

     ４．かつ日没時間を勘案し２２２名とした。（欠場率３０％、実質出場者数約１６０名を予想） 

     ５．２日目進出率：前年度と同率６３％。 
 
【男子シニア全日本エントリー枠】                                 単位：人 

 東 中部 西 北青 合計 

開催地枠  0  0 18 0 18 

シード  0  0  1 0  1 

一般枠 75 48 57 2 182 

合 計 75 48 76 2 201 
 

【女子シニア・ミッドシニア全日本エントリー枠】                         単位：人 

女子シニア ミッドシニア  

東 中部 西 合計 東 中部 西 合計 

合計 

開催地枠  6  0 0  6 14  0  0 14 20 

シード  0  1 0  1  0  1  0  1  2 

一般枠 28 13 16 57 47 43 53 143 200 

合 計 34 14 16 64 61 44 53 158 222 
 

【質疑応答】 

森理事（アオノ）： 

那須野ヶ原で行われる女子シニア・ミッドシニアは２７ホールをどの様に使用するのか。 

石井副会長： 

２７ホールの内男女で１８ホールずつ使用。９ホールは重複するがスタート時間をずらすことで

スムーズに進行可能と判断している。表彰式を同時か別開催かは検討中。 
 
第３号議案：平成２２年度関東ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟｺﾞﾙﾌ選手権参加申込状況の件 

  事務局より、第３号議案「平成２２年度関東ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟｺﾞﾙﾌ選手権参加申込状況の

件」について、下記の通り報告があった。 

【参加者数推移】                                         単位：人 

 男子 女子 合計 前年度比 

平成１９年度 ３４ １７ ５１ ― 

平成２０年度 ２５  ８ ３３ ▲１８ 

平成２１年度 ３２ １２ ４４ ＋１１ 

平成２２年度 ３０  ８ ３８ ▲ ６ 
 
第４号議案：ＰＧＳニュース第７７号発刊の件 

事務局より第４号議案「平ＰＧＳニュース第７７号発刊の件」について、平成２２年９月１５日を目

処に発刊予定である旨報告があった。 
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第５号議案：ゴルフ場利用税廃止署名運動（中間報告）の件 

  事務局より、第５号議案「ゴルフ場利用税廃止署名運動（中間報告）の件」について、下記の通

り報告があった。 

【報告概要】 

１．集計期間 ：７月１日（木）～７月３１日（土） 

２．署名者数 ：３１５,６５５名（目標２００万人：達成率 １６％） 
 
  事務局の報告後、島田専務理事より下記補足説明が行われた。 

【島田専務理事】 

一昨年の日本ゴルフサミット会議の中で、浅井会長が「署名運動をやるべきである」旨の発言

をされた背景があり、当協会加盟コースは目標２,０００名以上の達成を改めてお願いしたい。 
 
第６号議案：USGA スロープシステムの件 

  事務局より、第６号議案「USGA スロープシステムの件」について、ＪＧＡの動向に関して書きの

通り報告があった。 

【報告概要】 

１．２０１２年度より全米ゴルフ協会（USGA）が所有する USGA スロープレーティングシステム

に移行。「より公平で より使い易い」HDCP システムへの移行との観点から、世界約７０カ

国で採用。 

２．今後の詳細内容やスケジュールは、USGA との協議の上進める。現在詳細内容や、具体

的なスケジュールは未発表。 

３．USGA 提供のコースレーティング・システムマニュアルの和訳に誤訳等の間違いが多数あ

り、現在 JGA が訂正中。 

４．８地区連盟は詳細が決定していないため様子見の状況。当協会としては JGA 塩田事務

局長と連絡を密にし、早めに情報の提供を受け８地区連盟等の動向をよく見た上で対応

する。 
 

【質疑応答】 

浅井会長： 

移行する場合に我々には何が起きるのか。費用面は如何か。 

島田専務理事： 

コースレート査定方法に簡略方法が採用されるかは不明だが、査定は行う必要があり再査

定費用は発生すると思われる。 

菅野理事（八千代）： 

近々１５年経過の再査定を受けるが、‘１２年の移行時にまた費用がかかるのか。 

島田専務理事： 

移行時に JGA がどの様に考え実施するのか、具体的にはわからない状況。 

石井副会長： 

USGA はプレーをせずに査定業務を行っており、現在の日本の査定方法と比べるとアバウ

トに感じると査定委員は言っている。 近移行したオーストラリアの場合、机上で数値を計

算し移行した事例もあり、日本でもこの方法を取り入れ、その後１５年経過時に実際に査定

を行い更新する形になるのではないかと委員から聞いている。 

浅井会長： 

‘１２年までにコースレート査定を行うコースが、無駄な費用をかけずに出来るよう JGA に申

入れを行うべき。 

島田専務理事：事務局より申入れを行う。 
 
第７号議案：シニアアンケート実施の件 

事務局より、第７号議案「シニアアンケート実施の件」について、下記の通り報告があつた。 

【報告概要】 
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平成２０年度、及び平成２１年度は予算編成会議の議論（シニア競技の収支、参加料、参加人

数減少問題等）を踏まえてシニアアンケートを実施したが、本年度も平成２３年度以降シニア競

技の統合一本化、女子・ミッドシニアの２日間競技化による競技参加意欲等、今後の競技運営

の参考に資するため、シニアアンケートを実施。 
 

【質疑応答】 

浅井会長： 

過去の調査と同内容か、他のゴルフ団体でこの様な調査をしているのか、我々の調査がゴ

ルフ関係者の参考になる様なアンケートでなければならない。公益法人となり、継続的に行

っているこの調査で今後シニアの活性化に繋がるような中身を見せて欲しい。JGA に意見が

できるような分析の仕方を考えて欲しい。 

島田専務理事： 

シニアアンケートは平成２０年、２１年、今年と３年間継続して行っている。今回の中心は年

齢層がどう変化しているのか、また２年前の調査で初参加者３０％という結果が出ているが、

初参加者の参加動機は何かという部分にウエイトを置いたアンケートとした。パ選でもアン

ケートを何回か実施しており、結果は協会ホームページ、PGS ニュースに公開している。何

れこれらのアンケート結果を集大成して、競技参加者がどうなっているのか纏めあげたい。 

平成２３年度以降の調査・研究事業として、アマチュアゴルファー・サイドの動態調査を継

続して実施する予定。ゴルフ業界に関する調査レポートは、レジャー白書、経済産業省の３

年毎に行っている統計等があるが、これらはゴルフ場サイドの実態調査で、ゴルファーサイ

ドの継続的実態調査を全国ネットでやっている事例はなく、貴重なレポートになるものと思

われる。 

森理事（アオノ）： 

シニアアンケートに「参加のキッカケは何ですか」との質問があるが、競技に対して何を求め

ているかとの意味合いが弱いと感じる。本当の意味での参加動機というものを質問に加えら

れたら良いと思う。 

島田専務理事：来年度以降アンケートを行う場合、係る観点を含めて考えたい。 
 
第８号議案：ｺﾞﾙﾌﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ ﾄｰﾅﾒﾝﾄ協力依頼の件(GMAC) 

  事務局より、第８号議案「ｺﾞﾙﾌﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ ﾄｰﾅﾒﾝﾄ協力依頼の件(GMAC)」について

下記の通り報告があった。 

【報告概要】 

ゴルフダイジェスト社は、GMAC 同様にゴルフ市場活性化を標榜して、スクランブルゴルフ大

会を企画しており、GMAC に対して開催コースの募集依頼があった。 

 １．大会概要 

（１）大会名称：ゴルフダイジェストスクランブルトーナメント２０１０ 

（２）大会組織：主催：ゴルフダイジェスト社 

後援：ゴルフ市場活性化委員会（GMAC） 

協力：開催ゴルフ場等 

（３）参加資格：４名１組でチームを構成するアマチュアゴルファー（男女問わず） 

（４）競技方法：スクランブルゴルフ方式。１８ホール・スクラッチによるチーム戦。 

（５）試合概要：関東予選１・２・３、関西予選１・２・３⇒関東地区決勝、関西地区決勝 

⇒全日本グランプリ大会 

（６）開催時期：１０月から１２月を予定。 

（７）賞典：全日本グランプリ大会／優勝、２位、３位その他特別賞、クオリファイ賞 

      予選／参加賞（全員） 

   ２．開催コースの募集条件 

（１）開催コースの負担はコースの貸与のみ。（送客選手数：１４０名/１会場） 

（２）参加者募集・告知、選手への案内、予選当日の運営、競技成績の管理、賞品手配
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等運営一切は同社担当。 
 

この後、島田専務理事より下記の通り補足説明が行われた。 

【島田専務理事】 

ゴルフダイジェスト社がスクランブル大会を行っており、GMAC に対して開催会場があれば斡

旋して欲しい旨依頼があった。GMAC はスクランブルゴルフの活性化について活動を展開し

ており、斯様な大会は後援していきたいとの意向である。希望するコースは事務局まで一報

願いたい。本件はゴルフダイジェスト社と希望コースとの直接契約との位置付けである。 
 
第９号議案：ステップアップ・アクションプランの件 

  島田専務理事より、第９号議案「ステップアップ・アクションプランの件」について、以下の通り報

告があった。 

【報告概要】 

  １．以下の問題意識から、事務局試案のステップアップ・アクションプランを作成した。 

   （１）公益社団法人認定、平成２２年度第１回理事会における浅井会長発言 

①襟を正すは正し王道を歩む 

②当協会の評価、地位向上施策 

③競技の一層の活性化推進 

④ＪＧＡハンディキャップの普及振興 

⑤身障者ゴルフ活性化への取組 

⑥以上を実現の為にはタイムスケジュール作成が不可欠 

   （２）森田監事発言 

①健全な財務体質の実現 

②事務局体制の整備・構築 

   （３）一部の加盟コースより、公益法人化に伴い協会の今後の目指す、あるいは進むべき方

向性について、何らかの指針が必要との意見。 

  ２．ステップアップ・アクションプランの内容は以下の４区分構成。 

（１）公益法人化関連 

（２）合同委員会の議論を踏まえた競技活性化関連 

（３）財政健全化問題 

（４）総務関連 

  ３．あくまで事務局試案であり、この内容の実現についてはその都度理事会に附議の上、推進

する。 

 

以上を以って、本社員総会の全議題を審議し、いずれも原案通り承認された旨の報告後、島田

議事進行役が議場に対して議事進行の協力に謝した。 

 

７．浅井会長閉会挨拶 

次いで、浅井会長より下記の通り閉会挨拶がなされた。 

極めてスムーズなディスカッションに感謝します。これから公益法人としてやるべきことを、アクシ

ョンプランをベースに、これから２年かけてシッカリと作って行きたいと思います。 

私自身ゴルフサミットに出席していますが、感想として、それぞれゴルフ業界の中でも団体毎

に取り組んでいる中身に違いがありますが、本当にゴルフを生涯スポーツとして普及して行く上

で、どの団体が真剣に考えているかと考えたら、正直なところ何処もないというのが私の実感で

す。今度オリンピックがあるから、ワールドカップもそのうち来るだろうから、そのためには今から

何をすべきかを何処が考えるのか、何処も考えていません。 

将来のゴルフ事業の在り方、あるいはゴルフ人口の掘り起し、競技会のあり方という観点から

真剣に考える団体がなく、それが残念でなりません。我々には柔軟性・決断力があり何事も自
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由に出来る良いポジションにいます。公益法人化を機に、我々自身の経営をしっかりすることは

勿論一番大事なことですが、それを通して今後の日本のゴルフのあり方が考えられる様な、

色々な情報の発信源になる様な活動をする必要があります。 

スポーツ団体第１号として公益法人を認可されたことを契機として、我々自身は従来とは少し

違う観点からどうしたら世の中のお役にたつのか、種々考え直していけば良いと思います。非

常に難しい問題も沢山ありますし、我々のスタッフ、能力で出来ないこともあると思いますが、問

題点さえ明確になれば、それはそれで解決方法はある訳です。その様な事を計画的にキッチリ

と進めていけば少しはお役にたてるし、結果として PGS、パブリックゴルフ場がもう少し暖かい目

で見てもらえる様な、地位向上が図れるのではないでしょうか。 

今後もその方向で進めて行きたいと思いますので、皆様方のご協力を宜しくお願いします。 

 

８．閉会宣言 

浅井会長が平成２２年度第３回理事会・第３回合同委員会の閉会を宣言し、終了した。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

上記の議事を確認するため、議長及び議事録署名人は、次の通り署名押印する。 

 

 

 

 

 

 

平成２２年９月２日 

                           公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 
議  長       浅 井  光 昭   印 

 

 

 

                            議事録署名人    森 田    敬   印 


